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兵庫県歯科衛生士会

・会の設立：昭和40年４月

・公益社団法人移行：平成24年４月

・支部数：10支部



兵庫県歯科衛生士会の活動
年 度 兵庫県歯科衛生士会 関連事業

1995（平成７）年度 阪神・淡路大震災の支援・受援 日本歯科衛生士会からの受援
2011（平成23）年度 東日本大震災への支援

2013（平成25）年度 本会：「災害支援コーディネーター」１名の配置 20支
部：「災害支援担当者」各１名配置

2014（平成26）年度 研修会開催（7/13）
災害支援ネットワークについて

日本歯科衛生士会「大規模災害時の会員の安否確認等掲示板システム」の紹
介

2015（平成27）年度
災害支援活動研修会及びリーダー養成講座（8/23)
災害支援活動歯科衛生士実践マニュアルの活用

シミュレーション「今災害が起こったら どう動く」
グループワーク「各支部における災害時の行動について」

2016（平成28）年度 「災害支援マニュアルワーキング会議（年３回）
災害時に役立つ「お口のケアノート」作成

毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」において配
布・・・毎年出展

2017（平成29）年度
日本歯科衛生士会主催「近畿ブロック別・災害歯科保健歯
科衛生士フォーラムへの参加
災害時行動マニュアル作成検討会

JMAT兵庫チーム実践研修への参加
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」

2018（平成30）年度
災害時行動指針作成
災害時行動指針活用研修会の開催
災害時行動マニュアル簡略版の配布

兵庫県歯科医師会と災害時の歯科医療救護活動に関する協定を締結
兵庫県広域合同防災訓練への参加（但馬）
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」

2019（令和元）年度 災害支援歯科衛生士育成研修会の開催（1/26）
日本歯科医師会主催「災害歯科保健医療体制研修会中ブロック」への参加
兵庫県広域合同防災訓練への参加(西播磨)
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」

2020（令和２）年度 災害支援歯科衛生士育成研修会の開催（２/21） 兵庫県広域合同防災訓練への参加(阪神南)
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」

2021（令和３）年度 非常時にいかす「わたしの健口手帳」作成
災害支援歯科衛生士育成研修会の開催（2/27）

2022（令和４）年度 災害支援歯科衛生士育成研修会の開催（9/11）
災害時行動指針の見直し

ぼうさいこくたいへの出展
兵庫県広域合同防災訓練への参加（播磨地域）
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」

2023（令和５）年度
災害支援歯科衛生士育成研修会（9/3）
災害支援体制整備連絡会（11/5）
非常時にいかす「わたしの健口手帳」の周知・配付

兵庫県広域合同防災訓練への参加（丹波地域）
1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」出展

2024（令和６）年度
訓練（9/1～9/8）
災害支援歯科衛生士育成研修会（9/8）
非常時にいかす「わたしの健口手帳」の周知・配付

JMAT兵庫チーム実践研修への参加
毎年1.17ＨＡＴ神戸において「ひょうご安全の日 のつどい」出展



３０年間の災害支援活動

・被災地における支援活動

県内：阪神・淡路大震災、台風による水害（豊岡市・佐用町）

県外：東日本大震災、能登半島地震

・後方支援活動

熊本地震、九州豪雨、福島県台風による被害

・県民・市民への周知活動

ひょうご安全の日のつどい出展(毎年）ぼうさいこくたい出展（2022）

10支部活動（講演・イベント等）

・非常時に活かす「私の健口手帳」等の活動報告
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阪神・淡路大震災

兵庫県歯科衛生士会の主な活動（１月下旬～）
引用：震災でわかった歯と食のはなし」神戸市歯科医師会 H7.10.22

・神戸市歯科医師会の巡回歯科診療車
応急処理、救急処置を中心とした被災者のニーズに
対応する支援活動

・神戸市立中央市民病院の歯科診療の受診希望の調査
治療の必要性、本人の希望・口腔状態・歯みがき
状態など記入用紙を準備し、調査はゆっくりと
相手の話を聞くようにした。

・養護学校、小学校、地域福祉センターを訪問



阪神・淡路大震災
・避難所での調査結果

50～60歳代の女性が多く全体の70％の方が
地震後３日以内に１日１回～２回の歯みがき
習慣に戻っていた。義歯の問題点が多かった。

・公園・空地のテント
拒否されることがあったが、リュックの中に、
歯ブラシ（大人用・子ども用）と義歯洗浄剤を
入れてひたすら歩いて手渡した。

・感染症の投薬
口腔内に潰瘍が多発しているケースがあった。

・活動を通じて
一番初めにすべきことは、避難所にいるすべての
人々の手元に口腔ケアに必要なキットをできる
だけ早く配付することに集中すべきであると感じた。
歯ブラシが手元に届かない限り、口腔内の清掃の
一歩ははじまらないのだから・・・。

兵庫県歯科衛生士会 御代出







座談会の開催

神戸市保健所係長
歯科衛生士が出席



東日本大震災への支援①

兵庫県歯科衛生士会の主な活動

引用：3.11記録集「Onagawaの記憶」H24.8

・岩手県出身のために、歯科大チームの
ボランティアに参加し女川町に支援

地元の医療従事者が仕事が再開できる
ように、再開場所の案内、状況把握を
目的に行った。

兵庫県歯科衛生士会 三浦

（6/20～8/25）



東日本大震災への支援②

兵庫県歯科衛生士会の主な活動

・日本歯科衛生士会からの派遣要請
災害ボランティアに参加。
歯科大ボランティアチームと
愛知県歯科衛生士会の歯科衛生士と
現地コーディネーターによる5名

・治療ができるユニット備付き移動
バスによる活動を石巻・女川で実施

・避難所
口腔の健康状態を見守るための支援や
嚥下に問題のある方へのサポート

兵庫県歯科衛生士会 栗原

（6/20～8/25）



兵庫県歯科衛生士会の主な活動

引用：3.11記録集「Onagawaの記憶」H24.8

・兵庫県歯科医師会とともに、歯科衛生士会
とチームを組んで、介護予防教室にて歯科
健康教育を行った。求められているもの
を探しながらのボランティアを行った。

東日本大震災への支援①

（6/20～8/25）



・ 阪神・淡路大震災の経験をいかし、
誤嚥性肺炎予防、孤独感や引きこもりなど

「心のケア」に配慮した歯科健康教育の
内容を考えて高齢者の集会場にお邪魔した。

一緒に楽しく健口体操を行った。
関西弁のメリットを活かして心を伝えた。

兵庫県歯科衛生士会 岩﨑

東日本大震災への支援②



能登半島地震へのJDATによる支①

・輪島市役所内に設置された保健医療福祉調整本部
DHEAT が役割を担う保健福祉センターでの支援医療・福祉の専
門職と行政からの災害派遣チームが 1 つになり、日々変わる避
難所の新しい情報を発信 共有することで本来の多職種連携を実
践していると感じた。

・当チームが支援活動で訪問した避難所
口腔衛生関連の物資が不足しており、無造作に置かれた段ボール
の中には歯ブラシや歯磨剤が煩雑に放り込まれるなど物資の偏り
も見られた。

物資は置いてあるもののどのようにして使用するのか、わかり
にくい不親切な設置も目に入った。

避難所は特に高齢者が多いため、使用方法や表示を誰が見ても
わかりやすく書き添え、見栄えを良くし、さらに断水や節水状態
であっても口腔の清掃に積極的であって欲しいとの願いを込め、
カラフルで明るい色の清掃用具を設置し、各避難所の担当者に説
明と共に補充分を託した。



能登半島地震へのJDATによる支援②

・避難所での聞き取り
在所者に「口の困りごと」について直接聞き取りをした
うえで歯科保健指導も実施でき、洗面所には口腔清掃を
促すポスターを貼ることもできましたが、今回の支援活
動は口腔衛生に関する様々な物資を整えることが主な支
援となりました。

・歯科衛生士の行う災害歯科支援の在り方
平時に行っている対面での歯科保健指導だけではなく、
歯科衛生士としてのこれまでの長年の経験が活かされ、
その時その場所に応じた必要なこと、できることを迷わ
ず瞬時に判断し現場で実践することが実際に求められ、
能登支援ではこれが最善だったと改めて振り返る機会と
なった。

・最終日
三重県JDAT チームに出会い派遣歯科衛生士に避難所巡
回の選定や各種報告書類の提出先など詳細な申し送りを
したところ後日大変心強い申し送りだったと当会会長を
通じて三重県歯科衛生士会会長より有難いお言葉を頂戴
しました。

兵庫県歯科衛生士会 清水 池﨑
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県民・市民への周知活動

ひょうご安全の日のつどい ぼうさいこくたい(2022）

神戸支部活動 但馬支部活動 兵庫県歯科医師会との合同活動
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1995.1.17 阪神・淡路大震災

2004.10.23 新潟県中越地震

2004.10.23 兵庫県台風による水害（豊岡市・朝来市）

2005. 3.20 福岡県西方沖地震

2007. 3.25 能登半島地震

2007. 7.16  新潟県中越沖地震

2009.8.9 兵庫県台風による水害（佐用町）

2011.3.11 東日本大震災

2014.8.16   兵庫県台風による水害（丹波市）

2016. 4.14  熊本地震…（2019調査）

2016.10.21  鳥取県中部地震

2018.9.4  兵庫県台風による高潮被害（阪神・瀬戸内）

2023.8.15   兵庫県台風７号縦断…災害救助法の適用



災害歯科保健活動
歯科衛生士実践マニュアル

2023

公益社団法人 日本歯科衛生士会

日本歯科衛生士会のマニュアル



JDAT（Japan Dental Alliance Team：日本災害歯科支援チーム）活動要領（改訂案）

【目的・趣旨】

JDAT（Japan Dental Alliance Team：日本災害歯科支援チーム）

は、災害発生後おおむね72時間以降に地域歯科保健医療専門職に
より行われる、緊急災害歯科医療や避難所等における口腔衛生を

中心とした公衆衛生活動を支援することを通じて被災者の健康を

守り、地域歯科医療の復旧を支援すること等を目的としている。

Japan Dental Alliance Team
（JDAT、日本災害歯科支援チーム）

引用：JDAT体制整備に向けて，厚生労働省 医療関係者研修費等補助金災害医療チーム等養成支援事業

「令和３年度災害歯科保健医療チーム養成支援事業」災害歯科保健医療体制研修会



阪神・淡路大震災「関連死」



兵庫県歯科衛生士会の活動 ①



兵庫県歯科衛生士会の活動 ②
（災害時に役立つお口のケアノート）

発行 2017.1



兵庫県歯科衛生士会の活動 ③
（非常時にいかすわたしの健口手帳）

発行 2022.3













非常時にいかすわたしの健口手帳の活用事業



圏域 市町名 事業名 実施日時 場所 参加人数 出務歯科衛生
士数

神 戸 神戸市
在宅医療・介護連携推進事業コーディネーター
研修会（９区の医師会のサポートセンタ－）

R6/2/28（水）
13:30～16:00 神戸市医師会館 3階会議室 13人 2人

阪神南 尼崎市 園田・立花・武庫地区 ケアマネ交流会 R6/2/16（金）
10:00～12:00

立花南生涯学習プラザ３階
ホール 72人 2人

阪神北 三田市 地域包括支援センター保健部会 R6/3/6（水）
13：30～15：30

三田市総合福祉保健セン
ター 16人 2人

東播磨
加古川市
稲美町
播磨町

在宅医療介護連携研修会 R6/3/11（月）
14:00～15:30 播磨町中央公民館 39人 2人

（加古川市 稲美町 播磨町）

北播磨 加西市 地域包括ケアシステム 食支援ワーキング R6/2/26(月）
13:30～14:30

加西市健康福祉会館
ふれあいの間２ 8人 2人

中播磨 神崎郡
神崎郡在宅医療・介護連携支援代表者会議 R6/1/18（木）

19:00～20:30
福崎町文化センター
小ホール 14人 2人

(神崎郡：市川町・福崎町・神河町）

西播磨 佐用町 令和5年度第5回ケアマネ連絡会議 R5/12/19（火）
14:00～16:00

佐用町役場役場 西館2階
防災会議室１

25人 1人

但 馬 養父市 地域ケア推進会議 R6/3/18（月）
15:00頃～ 養父市役所 第一会議室 17人 2人

丹 波 丹波市 令和5年度 介護予防従事者研修会 R6/1/25（木）
19:00～19:15 氷上住民センター大会議室 26人 2人

淡 路 南あわじ市 南あわじ市 三原地区地域ケア会議 R6/2/27（火）
14:00~14:45

南あわじ市役所
101・102会議室 18人 2人

合 計 248人 １９人

非常時にいかすわたしの健口手帳の活用事業



阪神・淡路大震災からの30年間を振り返って

被災地での避難所や地域等で、求められない支援や、
災害関連死等を繰り返さないために

１ 県民・市民とともに

平時から歯科衛生士業務や歯科衛生士会の地域活動を通じて

防災能力をゆるやかに高める生活支援を行う。

２ 地域防災計画、地区防災計画、関連計画への歯科関連支援や災

害関連死を防ぐことを明記する。

ご清聴ありがとうございました。


